
•非常に熱意をもった講演でまた分かりやすかった

ため、非常に勉強となりました。改めて組合と

してどうあるべきか考えるきっかけとなりました。

•例えばなしが具体的だった。

•休憩が１時間ごとにあったため、集中して取り組

むことができた。

•調査内容の見方・利用方法を想定していたので少

し戸惑った。

～開催結果のご報告～

２入門セミナー
●開催日：2025年11月5日（水）

●会 場：Web開催

●講 師：（公社）国際経済労働研究所

専務理事 兼 統括研究員 八木隆一郎

SRC研修コース 

１．今回のセミナーへの期待は
大きかったですか？

２．ＯＮ･Ｉ･ＯＮ２の内容に
興味や関心をもたれましたか？

３．講師の話はわかりやすかった
ですか？

■アンケート集計

４．セミナー全体として
   満足されましたか？

株式会社 応用社会心理学研究所 -Aspect-
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（事務局：末田、藤原）                                 

■感想コメント（気づき・ご意見など）

•執行委員でさえ現運動・活動に共感を得られない

現状において、労働組合として大きく変わって

いかないといけないということを改めて感じた。

•戦後80年を経て巨大な社会心理的慣性で動き続

けているという部分において非常に共感を得た。

•過去の歴史などON・I・ON２の目的が理解でき

ました。

•日頃、労働組合が「空気化」してる事に対策を

考えてましたが、その空気化が組合員のお客様化

なんだと気付かせていただきました。

•労組の役員が積極的に参加していたので、同じ

思い・共通認識で取り組むことができる。

• ON・I・ON２の効果や意図はよく理解できた。

•調査結果の活用方法への理解が深まった。

この度は「ＯＮ・Ｉ・ＯＮ２入門セミナー」にご参加いただき、誠にありがとうございました。

セミナー終了後、参加者の皆様にご回答いただいたアンケートをまとめましたので、開催結果としてご報告いたします。

（出席者数：22名  回答者数：14名）

他にも多くのご意見をいただきました。ありがとうございました。

【事務局より】
今回のセミナーは、7組織22名の方にご参加いただきました。
講師の問いかけから、あらためて自組織の現状や、組合活動
の意義を考える きっかけになったのではないでしょうか。来週
の「調査活用セミナー」 では、意識調査の活用方法、設計、
実査から結果の読み取り、アクションのアイデアまで、グループ 
ワークを交えながら学びます。ON・I・ONに限らず、普段の調査
活動に活用いただけると幸いです。

11/13（木）SRCのための調査活用セミナー

https://www.securecloud.jp/sf/business/1639728186bDoRajIK申込フォーム

申込QRコード

※「そう思わない」は０回答でした

【残席あります。調査方法に関心のある方は是非ご参加ください！】

当日の様子

https://www.secure-cloud.jp/sf/business/1639728186bDoRajIK
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